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《
資
料
紹
介
》

織
田
作
之
助
全
集
未
収
録
作
品
紹
介
（
二
）

「
一
流
の
鑑
賞
」

斎
藤

理
生

一

「
大
阪
新
聞
」
に
お
け
る
「
反
省
」
欄

前
号
に
引
き
続
き
、
織
田
作
之
助
の
全
集
未
収
録
作
品
を
紹
介
す
る
。

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
一
三
日
付
「
大
阪
新
聞
」
第
四
面

「
反
省
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
随
想
「
一
流
の
鑑
賞
」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
大
谷
晃
一
『
織
田
作
之
助

―
生
き
愛
し
書
い
た
』
（
沖

積
舎
、
一
九
九
八
）、
浦
西
和
彦
編
『
織
田
作
之
助
文
藝
事
典
』（
和
泉

書
院
、
一
九
九
二
）
、
山
内
乾
史
「
織
田
作
之
助
著
述
一
覧
稿
（
Ⅰ
）

～
（
Ⅳ
）
」（
「
近
代
」
一
九
九
五
・
九
～
一
九
九
七
・
三
）、
関
根
和
行

『
増
補
版

資
料
織
田
作
之
助
』
（
日
本
古
書
通
信
社
、
二
〇
一
六
）

な
ど
、
先
学
に
よ
る
年
譜
や
著
作
目
録
に
お
い
て
、
「
反
省
」
と
い
う

文
章
の
存
在
そ
の
も
の
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
内
容
だ
け

で
な
く
、
正
確
な
タ
イ
ト
ル
、
発
行
日
な
ど
も
不
明
で
あ
っ
た
。
な
お
、

「
大
阪
新
聞
」
は
尼
崎
市
立
図
書
館
で
原
紙
を
閲
覧
し
た
。

織
田
作
之
助
「
一
流
の
鑑
賞
」

小
林
秀
雄
氏
が
か
つ
て
「
質
屋
の
主
人
が
小
僧
の
鑑
賞
教
育
に
、
ま

ば
や
し

ひ

で

か

ん

せ

う

づ
一
流
品
ば
か
り
を
毎
日
見
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
を
法
と
す
る
、

ま

い

と
い
ふ
こ
と
を
何
か
で
よ
ん
だ
が
、
い
い
も
の
ば
か
り
見
慣
れ
て
ゐ
る

な

と
悪
い
も
の
が
す
ぐ
見
え
る
、
こ
の
逆
は
困
難
だ
、
お
も
ふ
に
私
た
ち

ぎ
や
く

こ

ん

な

ん

の
眼
の
天
性
で
あ
る
、
こ
の
天
性
を
文
学
鑑
賞
上
に
も
出
来
る
だ
け

め

か

ん

せ

う
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利
用
し
な
い
の
は
愚
だ
と
考
へ
る
」
と
書
い
て
ゐ
た
が
至
言
で
あ
る
。

お
ろ
か

か
ん
が

単
に
文
学
鑑
賞
の
上
だ
け
で
な
く
、
日
常
己
の
行
為
を
反
省
す
る
上
に

た

ん

か

ん

せ

う

も
、
利
用
さ
れ
て
い
い
と
思
ふ
、
二
流
以
下
の
く
だ
ら
ぬ
周
囲
を
見
ま

し

う

ゐ

は
し
て
ゐ
て
は
折
角
の
反
省
も
や
つ
と
二
流
に
到
達
出
来
る
だ
け
の
効

か

く

と

う

こ

う

果
し
か
も
た
ら
さ
な
い
。

時
に
自
分
を
天
才
だ
と
思
ふ
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、

さ

い

天
才
と
思
へ
ば
、
そ
れ
だ
け
の
（
天
才
に
ふ
さ
は
し
い
だ
け
の
）
努
力

さ

い

ど

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
だ
。（
筆
者
は
小
説
家
）

「
大
阪
新
聞
」
に
「
反
省
」
と
い
う
題
の
コ
ラ
ム
欄
が
設
け
ら
れ
た

の
は
一
九
四
四
年
六
月
一
一
日
か
ら
で
、
魚
澄
惣
五
郎
の
「
ま
な
び
の

道
」
と
い
う
文
章
が
掲
載
さ
れ
た
。
次
に
一
三
日
に
作
之
助
の
「
一
流

の
鑑
賞
」
が
載
っ
た
。
以
下
、
木
谷
蓬
吟
「
『
近
畿
』
の
文
字
」（
六
・

一
四
）、
村
上
忠
久
「
映
画
の
製
作
」（
六
・
一
六
）、
藪
重
孝
「
「
根
」

あ
る
も
の
」
（
六
・
一
七
）
、
下
店
静
市
「
日
本
の
歴
史
」
（
六
・
一

八
）
、
青
木
大
乗
「
活
動
と
静
観
」
（
六
・
二
〇
）
、
和
辻
春
樹
「
量

産
」（
六
・
二
三
）、
青
木
月
斗
「
不
精
者
」（
六
・
二
四
）、
澤
潟
久
孝

「
弛
ん
だ
胃
袋
」
（
六
・
二
五
）
、
宮
武
辰
夫
「
お
守
札
」
（
六
・
二

七
）
、
前
川
佐
美
雄
「
言
葉
を
正
す
」
（
六
・
二
八
）
、
五
十
嵐
播
水

「
不
易
流
行
」（
六
・
三
〇
）
と
続
い
た
。

「
一
流
の
鑑
賞
」
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
点
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
枚
分
の
短
い
随
想
に
お
い
て
、
小
林
秀
雄
の

文
章
の
引
用
が
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

「
二
流
文
楽
論
」（
「
改
造
」
一
九
四
六
・
一
〇
）
で
「
二
流
主
義
」
を

標
榜
し
た
こ
と
で
有
名
な
作
之
助
が
、
こ
の
時
期
に
「
一
流
」
の
重
要

性
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

二

織
田
作
之
助
と
小
林
秀
雄

「
一
流
の
鑑
賞
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
小
林
秀
雄
の
文
章
は
、「
作
家

志
願
者
へ
の
助
言
」（
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
一
九
三
三
・
二
・
一
二
、
一

四
～
一
五
）
の
一
部
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
林
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。

１

つ
ね
に
第
一
流
作
品
の
み
を
読
め

質
屋
の
主
人
が
小
僧
の
鑑
賞
眼
教
育
に
、
先
づ
一
流
品
ば
か

り
を
毎
日
見
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
を
法
と
す
る
、
と
い
ふ

こ
と
を
何
か
で
読
ん
だ
が
、
い
い
も
の
ば
か
り
見
慣
れ
て
ゐ
る

と
悪
い
も
の
が
す
ぐ
見
え
る
、
こ
の
逆
は
困
難
だ
。
惟
ふ
に
私

達
の
眼
の
天
性
で
あ
る
。
こ
の
天
性
を
文
学
鑑
賞
上
に
も
出
来

る
だ
け
利
用
し
な
い
の
は
愚
だ
と
考
へ
る
。
か
う
し
て
育
ま
れ

る
直
感
的
な
尺
度
こ
そ
後
年
一
番
も
の
を
い
ふ
。

織
田
作
之
助
は
「
小
林
秀
雄
氏
の
文
学
評
論
は
ラ
ン
ボ
オ
論
以
来
ひ

そ
か
に
熟
読
し
た
」（
「
わ
が
文
学
修
行
」、「
現
代
文
学
」
一
九
四
三
・

三
）
と
い
う
。
実
際
、
作
家
と
し
て
出
発
す
る
以
前
の
「
シ
ン
グ
劇
に

関
す
る
雑
稿
」（
「
嶽
水
会
雑
誌
」
一
九
三
二
・
一
二
）
で
小
林
の
「
心
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理
小
説
」
（
「
文
藝
春
秋
」
一
九
三
一
・
三
→
「
詩
と
詩
論
」
一
九
三

一
・
六
）
に
言
及
し
、
「
戯
曲
論
序
説
」
（
「
嶽
水
会
雑
誌
」
一
九
三

三
・
一
二
）
で
「
小
説
の
問
題

Ⅱ
」
（
「
文
藝
春
秋
」
一
九
三
二
・

六
）
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
作
家
に
な
っ
て
か
ら
も
「
文
楽
的
文

学
観
」（
「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
一
九
四
三
・
三
・
五
）
で
「
鏡
花
の

死
其
他
」
（
「
文
藝
春
秋
」
一
九
三
九
・
一
〇
）
を
、
「
一
つ
の
問
題
」

（
発
表
誌
名
・
発
表
年
月
不
詳
）
で
「
事
変
の
新
し
さ
」（
「
文
學
界
」

一
九
四
〇
・
八
）
を
、
「
肉
声
の
文
章
」
（
「
都
新
聞
」
一
九
四
六
・

七
・
三
一
）
で
小
林
秀
雄
・
林
房
雄
・
淀
野
隆
三
・
伊
吹
武
彦
「
座
談

会

偉
大
な
る
魂
に
就
て
」（
「
世
界
文
学
」
一
九
四
六
・
七
）
に
お
け

る
小
林
の
発
言
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
作
之
助
は
作
家
生
活
を
通
じ
て
、

小
林
の
言
説
を
足
が
か
り
に
自
ら
の
思
想
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
言
及
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
な
影
響
を
見
て
取
れ

る
例
も
あ
る
。
作
之
助
は
「
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ソ
レ
ル
」（
「
世
界
文
学
」

一
九
四
六
・
一
〇
）
に
お
い
て
「
要
約
で
き
な
い
と
い
ふ
の
は
、
つ
ま

り
、
一
流
作
品
の
魅
力
を
具
へ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味
だ
」
と
書
い
て
い

る
。
こ
れ
は
、
先
述
の
「
文
楽
的
文
学
観
」
で
も
引
用
し
て
い
る
「
い

い
小
説
が
再
読
三
読
に
堪
へ
る
と
い
ふ
事
は
、
言
ひ
代
へ
れ
ば
、
こ
れ

を
理
解
し
よ
う
と
し
て
こ
れ
を
別
の
形
式
に
要
約
し
て
了
へ
な
い
、
要

約
す
る
必
要
も
な
い
と
い
ふ
事
に
他
な
ら
ぬ
」
と
い
う
小
林
の
「
鏡
花

の
死
其
他
」
の
一
節
に
よ
く
似
て
い
る
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
織
田
文
庫
に
は
、『
続
文
藝
評
論
』（
白

水
社
、
一
九
三
二
）
、
『
続
々
文
藝
評
論
』
（
芝
書
店
、
一
九
三
四
）、

『
様
々
な
る
意
匠
』（
改
造
社
、
一
九
三
四
）
、『
歴
史
と
文
学
』（
創
元

社
、
一
九
四
一
）
、『
無
常
と
い
う
事
』
（
創
元
社
、
一
九
四
六
）
と
い

う
、
五
冊
の
小
林
の
著
作
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（

）
。「
作
家
志
願
者
へ

1

の
助
言
」
は
『
続
々
文
藝
評
論
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
作
之
助

は
こ
こ
か
ら
引
き
写
し
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

作
之
助
の
日
記
や
書
簡
か
ら
も
、
小
林
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
形
跡

は
う
か
が
え
る
。『
定
本
織
田
作
之
助
全
集

第
八
巻
』（
文
泉
堂
出
版
、

一
九
九
五
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
八
年
三
月
二
九
日
の
日
記
に
、
「
ア

シ
ル
と
亀
の
子
Ⅴ
」（
「
文
藝
春
秋
」
一
九
三
〇
・
八
）
の
一
節
を
引
き

写
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
九
年
六
月
一
六
日
付
品
川
力
宛
の
書
簡

で
は
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
生
活
』（
創
元
社
、
一
九
三
九
）
を
読

ん
で
い
る
と
記
し
て
い
る
。
同
書
は
、
こ
の
年
の
五
月
に
刊
行
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

作
之
助
は
三
高
生
だ
っ
た
頃
に
、
小
林
秀
雄
に
接
し
た
こ
と
も
あ
る
。

伊
吹
武
彦
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
作
之
助
は
「
文
芸
部
で
講
演
会
を
や
る

話
が
あ
っ
て
、
ぜ
ひ
小
林
秀
雄
を
呼
び
た
い
」
と
し
て
伊
吹
に
仲
立
ち

を
頼
み
、
講
演
の
際
に
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
小
林
に
煙
草
を
さ
さ
げ
た

と
い
う
（
伊
吹
「
織
田
作
の
〝
気
ィ
つ
か
い
〟
」（
『
定
本
織
田
作
之
助

全
集
』
第
一
巻
、
文
泉
堂
出
版
、
一
九
九
五
・
三
）。

「
一
流
の
鑑
賞
」
は
、
以
上
の
よ
う
な
作
之
助
の
小
林
へ
の
傾
倒
が

う
か
が
え
る
文
章
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
作
之
助
は
晩
年
の
評
論
「
可
能
性
の
文
学
」（
「
改
造
」
一

九
四
六
・
一
二
）
で
は
、「
小
林
秀
雄
が
志
賀
直
哉
論
を
書
い
て
、
彼
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の
近
代
人
と
し
て
の
感
受
性
の
可
能
性
を
志
賀
直
哉
の
眼
の
中
に
ノ
ス

タ
ル
ジ
ア
し
た
こ
と
は
、
そ
の
限
り
に
於
て
は
正
し
か
つ
た
が
、
し
か

し
、
こ
の
志
賀
直
哉
論
を
小
林
秀
雄
の
可
能
性
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
見

ず
に
、
直
ち
に
志
賀
直
哉
文
学
の
絶
対
的
評
価
と
し
て
受
け
と
つ
た
と

こ
ろ
に
、
文
壇
の
早
合
点
が
あ
り
、
小
林
自
身
に
も
責
任
な
し
と
し
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
。
少
な
か
ら
ぬ
配
慮
を
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

小
林
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

も
っ
と
も
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
作
之
助
は
四
ヶ
月
前
に
発
表

し
た
「
肉
声
の
文
章
」
で
は
、
「
座
談
会

偉
大
な
る
魂
に
就
て
」
に

お
け
る
小
林
の
発
言
を
引
用
し
、
「
誰
も
か
れ
も
肉
声
で
も
の
を
い
は

な
く
な
り
、
社
会
の
約
束
に
応
じ
て
取
引
さ
れ
る
う
ち
に
、
石
こ
ろ
の

や
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
コ
チ
コ
チ
の
言
葉
で
、
も
の
を
言
ひ
、
も
の

を
書
く
や
う
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」
現
在
に
お
い
て
、「
肉
声
」
を
発

し
て
い
る
稀
少
な
存
在
と
し
て
小
林
を
評
価
し
て
い
る
。
作
之
助
は
、

戦
後
も
小
林
へ
の
見
方
を
大
き
く
変
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、

「
可
能
性
の
文
学
」
の
主
張
の
背
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。

三

「
一
流
」
と
「
二
流
」

か
つ
て
作
之
助
は
「
編
輯
後
記
」
（
「
大
阪
文
学
」
一
九
四
二
・
一

〇
）
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
た
。

何
を
書
き
、
何
う
書
く
か
と
い
ふ
こ
と
は
人
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る

が
、
一
流
作
品
だ
け
は
か
く
あ
る
べ
し
と
命
令
形
を
も
つ
て
ゐ
る
。

今
日
文
学
の
衰
微
が
い
は
れ
る
の
は
、
一
流
作
品
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。

こ
う
し
た
「
一
流
」
を
希
求
す
る
思
い
が
「
一
流
の
鑑
賞
」
に
引
き

継
が
れ
、
「
一
流
」
の
も
の
に
積
極
的
に
触
れ
、
あ
え
て
「
自
分
を
一

流
の
や
う
に
思
ひ
込
ん
で
」
努
力
し
よ
う
と
い
う
訴
え
に
つ
な
が
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
晩
年
の
作
之
助
は
「
い
わ
ゆ
る
一
流

主
義
に
対
す
る
二
流
主
義
、
英
雄
主
義
に
対
す
る
凡
俗
主
義
」
と
し
て

「
二
流
文
楽
論
」
を
書
い
て
い
る
。
「
語
ら
れ
る
人
も
い
は
ゆ
る
二
流

だ
が
、
語
る
私
も
二
流
だ
」
と
い
う
ば
か
り
か
、「
文
楽
が
二
流
藝
術

で
あ
る
と
同
様
に
、
こ
の
国
の
文
学
も
ま
た
二
流
で
あ
る
。
す
べ
て
二

流
だ
」
と
断
じ
て
、「
こ
の
国
で
は
一
流
作
家
が
多
す
ぎ
る
。
し
か
し
、

彼
等
は
社
会
的
に
は
一
流
か
も
知
れ
な
い
が
、
文
学
的
に
は
全
部
二
流

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
絶
対
に
一
流
た
り
得
な
い
の
だ
」
と
批
判
す
る
。

「
一
流
た
り
得
な
い
と
は
、
実
に
わ
れ
わ
れ
が
生
れ
な
が
ら
に
し
て
背

負
つ
て
ゐ
る
宿
命
な
の
だ
」
と
い
う
主
張
と
、「
二
流
以
下
」
と
同
じ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
「
一
流
」
に
触
れ
「
自
分
を
天
才
だ
と
思
ふ
」
こ

と
さ
え
奨
励
し
て
い
た
「
一
流
の
鑑
賞
」
と
の
差
は
大
き
い
。

「
二
流
文
楽
論
」
と
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
「
夜
の
構
図
」（
「
婦
人

画
報
」
一
九
四
六
・
五
～
一
二
）
で
も
、
主
人
公
の
劇
作
家
で
あ
る
信

吉
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
場
面
が
あ
る
。
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僕
は
天
才
ぢ
や
な
い
。
僕
は
、
た
だ
二
流
劇
作
家
な
の
で
す
。
逆

立
ち
し
た
つ
て
、
一
流
に
な
れ
ま
せ
ん
。
天
才
ぢ
や
な
い
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
天
才
は
百
年
に
一
人
し
か
現
は
れ
ま
せ
ん
。
僕
が

百
年
に
一
人
し
か
生
れ
な
い
人
間
だ
か
ら
つ
て
そ
れ
が
僕
の
責
任

で
せ
う
か
。
日
本
に
は
天
才
は
ゐ
ま
せ
ん
よ
、
み
ん
な
二
流
で
す
。

た
だ
、
誰
も
お
れ
は
二
流
だ
と
は
つ
き
り
言
ふ
度
胸
を
持
つ
て
ゐ

な
い
だ
け
で
す
。
二
流
で
あ
る
こ
と
も
自
覚
せ
ず
、
何
だ
か
一
流

の
真
似
を
し
て
ゐ
る
つ
も
り
だ
が
、
悲
し
い
か
な
天
才
ぢ
や
な
い
。

二
流
だ
と
自
覚
し
て
、
そ
の
限
界
で
仕
事
し
て
ゐ
る
方
が
気
が
利

い
て
ゐ
ま
す
よ
。
文
壇
で
も
劇
壇
で
も
二
流
し
か
ゐ
な
い
。
批
評

家
も
二
流
で
す
。
二
流
だ
が
、
一
流
の
も
の
を
読
ん
で
ゐ
る
お
か

げ
で
、
自
分
を
一
流
の
や
う
に
思
ひ
込
ん
で
、
二
流
を
一
流
で
な

い
と
い
ふ
理
由
で
こ
き
下
し
て
ゐ
て
、
そ
う
し
て
、
こ
き
下
さ
れ

た
も
の
が
狼
狽
し
て
ゐ
る
の
が
、
日
本
の
文
壇
、
劇
壇
の
現
状
で

す
ね
。

「
一
流
」「
二
流
」「
天
才
」
と
い
っ
た
、「
一
流
の
鑑
賞
」
と
同
じ
語

が
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
の
隔
た
り

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

『
夜
の
構
図
』
の
信
吉
は
、「
二
流
」
を
自
称
す
る
こ
と
で
居
直
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
『
夜
の
構
図
』
に
お
い
て
は
、
語
り
手

が
信
吉
に
つ
い
て
「
む
ろ
ん
、
彼
は
一
流
文
学
の
観
念
を
信
じ
て
ゐ
る
。

し
か
し
、
そ
の
観
念
を
説
く
人
を
信
用
し
な
い
。
そ
の
人
が
一
流
で
な

い
と
い
ふ
点
を
、
あ
る
ひ
は
滑
稽
に
、
あ
る
ひ
は
不
愉
快
に
か
ぎ
つ
け

る
の
だ
。
だ
か
ら
、
敢
て
二
流
論
を
宣
伝
す
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
か

う
い
ふ
主
張
は
す
ま
じ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
も
、
無
駄
な
努
力
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
作
之
助
の
考
え
は
、
信
吉
ひ
と
り

に
託
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
に
主
人
公
を
相
対
化
す

る
語
り
手
と
の
間
に
あ
る
。
大
谷
晃
一
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
作
之
助
は

「
日
本
工
業
新
聞
時
代
に
親
し
か
っ
た
広
田
万
寿
雄
」
に
対
し
て
「
お

れ
は
『
二
流
文
楽
論
』
を
書
く
よ
っ
て
、
お
前
は
こ
れ
を
た
た
け
。
そ

の
原
稿
を
ど
こ
か
の
雑
誌
へ
売
り
込
ん
だ
る
わ
」
と
述
べ
た
と
い
う
。

大
谷
が
言
う
よ
う
に
、
作
之
助
は
「
逆
上
し
て
い
た
よ
う
で
い
て
、
実

は
話
題
を
大
い
に
わ
き
立
た
せ
る
こ
と
を
、
ち
ゃ
ん
と
計
算
し
て
い

た
」
の
で
あ
る
。
「
二
流
文
楽
論
」
や
「
可
能
性
の
文
学
」
は
、
そ
の

要
所
要
所
に
凝
ら
さ
れ
た
工
夫
か
ら
考
え
て
も
（

）
、
生
の
主
張
が
剥

な

ま

2

き
出
し
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
え
て
先
鋭
化
さ
せ
て
世
に

問
う
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

戦
時
中
ま
で
は
「
一
流
」
を
肯
定
し
て
い
た
。
し
か
し
戦
後
に
な
っ

て
「
一
流
」
を
否
定
し
、「
二
流
」
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

見
そ
の
よ
う
な
単
純
な
変
化
に
見
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
作
之
助
の

考
え
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
彼
は
戦
後
に
な
っ
て
、

「
一
流
」
と
「
二
流
」
と
を
分
類
す
る
枠
組
み
や
、
「
一
流
」
や
「
二

流
」
の
主
張
の
仕
方
、
語
り
方
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
て
、
問
い
直

そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（

）
。

3

作
之
助
は
大
阪
を
愛
し
な
が
ら
も
東
京
に
こ
だ
わ
っ
た
。
サ
ル
ト
ル
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に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
に
惹
か
れ
続
け
た
。
「
二

流
」
と
「
一
流
」
を
め
ぐ
る
作
之
助
の
振
幅
は
、
そ
う
し
た
彼
の
内
面

の
ゆ
ら
ぎ
に
対
応
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
「
一
流
の
鑑
賞
」
は
、
そ

の
一
つ
の
指
標
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
価
値
を
持
つ
資
料
で
あ
る
。

注（

）
こ
れ
ら
の
本
に
は
、
赤
鉛
筆
や
青
イ
ン
ク
で
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る

1箇
所
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
作
之
助
の
手
に
な
る
も
の
で
あ

る
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。

（

）
拙
稿
「
方
法
と
し
て
の
坂
田
三
吉

―
織
田
作
之
助
の
作
品
と
将

2棋

―
」（
「
日
本
近
代
文
学
」
二
〇
一
七
・
五
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
作
之
助
の
「
二
流
」
に
つ
い
て
、
よ
り
く
わ
し
く
は
尾
崎
名
津
子

3「
変
奏
さ
れ
る
〈
悲
し
み
〉

―
坂
口
安
吾
の
大
阪
観
」（
「
坂
口
安
吾
研

究
」
二
〇
一
七
・
三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈
付
記
〉
本
研
究
はJ

S
P
S

科
研
費

1
7
K
0
2
4
5
0

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
さ
い
と
う
ま
さ
お
／
本
学
准
教
授
）


